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   This report deals with a case of giant calculus arising in the urinary bladder of a 59 
years old Japanese male, who had had a history of urinary frequency and discomfort for 
the previous 7 years. The calculus weighed 900 grams and the main component of which 
was uric acid calculus. The calculus divided into two parts with a smooth flat surface and 
each of them had its own nucleus. 
   The domestic literatures have been reviewed and 39 cases of giant vesical calculus, 
weighing more than 200 grams, have been tabulated in weight order. The largest vesical 












































346 南 ・小柴 ・増田一巨大膀胱結石の1例
圧 迫 す る と尿道 に ひ び く疹 痛 を 訴 え る,
直 腸 診 に て は膀 胱 部 に 巨 大 な硬 い腫 瘤 を 触 れ,又,
軽 度 の前 立 腺肥 大 が 認 め られ た.
血 圧116/78.
諸 検 査成 績:
(X線所 見)膀 胱 部 単純 撮 影 に て 小 骨 盤 腔 ほ ぼ 一杯
に 小 児 頭 大 の結 石 陰 影 を認 め,そ の 下 部 に多 数 の前 立
腺 結 石 と思わ れ る小 陰 影 が認 め られ た(写 真1)
尚,1.V.P.にて は右 腎 に軽 度 の 水 腎症 を 認 め た(写
真2)
(尿所 見)微 血,微 濁,pH6.2,蛋 白(冊),糖
(一),上 皮 細胞(什),赤 血 球(帯),膿 球(柵).
尿 一 般 培 養 検査 に よ りstaphylococcus及びpro-
teusを各 少数 ず つ 検 出 した.
(血液 所 見)
赤 血 球312×104,白血 球5,800,血色素11・09/d1,
ヘ マ トク リッ ト32%,赤沈 値1時 間121,2時間142.
W氏 反 応(一)
BUN15.3mg/d1,
血 清 電 解 質Na142.6mEq/L,C1105mEq/L,K
5.OmEq/L
(肝機 能 検 査)
総 コ レス テ ロー ル204mg/dl
G.O.T.14単 位/ml
G.P.T.14単 位/m1
チ モ ール 混 濁 試 験2,3単 位
(腎機 能 検 査)
P.S.P.15分5%
2時 間合 計25%
























巨大膀胱 結石は外国文献 には非常 に大 きなも







つた様 に1000gmを 越 える巨大膀胱結石 も少
なか らず報告 され ている.
しか し我 が国 に於 ては文 献 に見 る限 り1000
gmを 越 える巨大膀胱結石 の報告は な く,入江・
荘 司等3)(1956)によ り報告 された910gmの
ものが最大 である.北 村4,(1957)は本邦 で報
告 された200gm以 上の 巨大膀胱結石30例を集
計 報告 しているが,著 者が その後報告 され た
200gm以上 の巨大膀胱 結石8例 に 自験例を加
えた39例を表示 す ると(表1)の 如 くで,本 症










































































































































































































1個の結石 であつた ものが,自 然破壊1)2)によ
り二分 した もの であるかを検 するため,結 石 を
そ の縦 軸方 向に切割 してみた処,(写 真5)の
如 く,両 者 ともに明 らかな核が認 め られた.こ
の事 に より,も ともと2個 の異 る結石 であつた
と判 明 したが,割 面の輪紋 に よりその成長過程





















1)稲 田務=臨 林 皮 泌,3:286,1949.
2)稲 田務:日 泌 尿全 書,皿,1959.
3)入 江浩 太 郎 ・他:臨 鉢 皮 泌,10:393,1956.
4)北 村 定治:臨 林皮 泌,11:579,1957.
5)三浦 正 伍=臨 林皮 泌,14:743,1960.
6)尾 崎健 次 ・他:臨 鉢 外 科,16:155,1961.
(1964年3月9日受 付)
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写 真5.
